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１．２０１５年度事業活動方針

　
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会（以下SIPSという）は、グローバルの視点からサプライチェーンにおける情報連携のプラットフォーム構築を目指して、国連CEFACT日本委員会の下に設置された研究会である。また、SIPSは国内におけるビジネスインフラ構築を進めてきた任意団体サプライチェーン情報基盤研究会の成果（ビジネスインフラガイドブックおよびその他タスクフォースの成果）を継承し、グローバルな情報連携との相互運用性を保ちながら、その成果を金流・商流・物流の情報連携を含め、サプライチェーンに関る業務・業種に幅広く拡充してゆく役割も担っている。

　2015年度は、法人化した一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会の初年度にあたり、新たに会員となられた企業・組織とともに、電子出版等の一部収益事業の立ち上げなど、新たな事業基盤の整備を進める。
　SIPSは任意団体サプライチェーン情報基盤研究会が整備してきたビジネスインフラの拡充を図り、国内および国際取引と海外現地取引における安全で効率的な電子化を推進し、商流・金流・物流の情報連携による新たなビジネスモデルを研究し、産業界に提言してゆく。

２．運営体制

　SIPSは国連CEFACT日本委員会の下に設置された作業グループの一つであり、かつSIPS会員の意向に従い自主的に運営される一般社団法人である。よって、SIPSの事業活動計画は、SIPS会員の合意に従い、国連CEFACT日本委員会の方針に沿って立案された。

　SIPSの事業活動計画を立案し、その活動を支援し、また管理するために、SIPS総会の下に理事会が設置された。

　理事会は、SIPS事業の運営および事業の実施に必要な組織・予算等の事業企画を行い、総会の承認を得た上で、具体的に事業を推進するための課題について検討する次のタスクフォースを設置した。
· 国際連携タスクフォース

· 国際／業界横断EDIタスクフォース

· 金流商流情報連携タスクフォース

　SIPSの事務局は、総会で承認された計画に基づき理事会およびタスクフォースの活動を支援する。事務局運営の一部は、株式会社カオス（事務所サービス）および株式会社日経コンサルタント（事務処理支援サービス）に委託した。

３． 理事会
　2015年度においては、次の8名の理事および1名の監事により理事会を構成し、1回の理事会および5回のプロモーション会議にて審議を行った。

＜2015年度理事及び監事＞


代表理事
森田　勝弘
内閣官房　CIO補佐官

業務執行理事
菅又　久直
ビジネスインフラ研究所

理事

堀内　一
UMLモデリング推進協議会

理事

兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社


理事

河野　祐一
住友化学株式会社（2015年11月退任）
理事

遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社
理事

稲野　清治
株式会社グローバルワイズ

理事

藤野　裕司
株式会社データ・アプリケーション
監事

山内　大二郎
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

（1） 第1回理事会
日時：2015年4月16日　14時～17時


場所：機械振興会館　6-62会議室

審議事項：


・（任意団体）サプライチェーン情報基盤研究会報告 

・一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会会員および社員

・会員規定附則について

・事務局体制について

・2015年度事業計画

・総会運営
（2） プロモーション会議
理事の参加により5回のプロモーション会議を行い、次の審議を行った。
第1回：2015年6月5日　14時～17時


第2回：2015年7月6日　14時～16時


第3回：2015年8月28日　10時～12時


第4回：2015年10月28日　14時～16時


第5回：2016年3月3日　14時～17時

審議事項：

· 電子書籍の出版について
· SIPSホームページおよびパンフレットについて
· SIPSフォーラム開催計画
· ラウンドテーブル・テーマについて
· 国連CEFACT議長との意見交換について
· 海外視察調査について（2015年度は実施せず）
· EDI関連新技術（IOTへの取組）
· SIPS会員募集
· 国際会議への対応
· 業界横断EDIの普及促進
· 業界横断EDI仕様の海外展開
· 今後のSIPS活動テーマついて
４．SIPSフォーラム
「グローバル・ビジネスにおけるサプライチェーンの展望」をテーマに、次の要領でSIPSフォーラムを開催した。
（１）開催要領

日時：2015年7月22日（水）13時～17時
場所：機械振興会館　6階　6D-4会議室
プログラム：
（1） グローバルSCM情報共有基盤構築に向けて
講師：河野 祐一　住友化学株式会社　

 井筒 秀明　株式会社NTTデータ　　

（2） サプライチェーン情報基盤のアジア展開
　 講師：藤野 裕司　株式会社データ･アプリケーション
（3） グローバル・ビジネスにおける国際標準
   講師：菅又 久直　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会
（4） サプライチェーンにおける金流商流情報連携
講師：兼子 邦彦　小島プレス工業株式会社
　　　遠城  秀和　NTTデータシステム技術株式会社
（3） 参加者
参加人数：51名
講演アンケート結果：
[image: image1.emf](1) グローバルSCM情報共有基盤構築に向けて

良い 普通 良くない 計
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[image: image2.emf](2)サプライチェーン情報基盤のアジア展開

良い 普通 良くない 計

28 11 0 39


[image: image3.emf](3)グローバル・ビジネスにおける国際標準

良い 普通 良くない 計

27 10 1 38


[image: image4.emf](4)サプライチェーンにおける金流商流情報連携

良い 普通 良くない 計

23 9 1 33


５．国際連携タスクフォース活動
　国際連携タスクフォースは、国際取引および海外現地取引における安全で効率的な電子化を推進するため、企業のグローバルサプライチェーンIT基盤ニーズに沿って、関連タスクフォースと国連CEFACT日本委員会・標準促進委員会と協力して、国際連携調査研究活動を国連CEFACTおよびアジア地域において展開した。
５．１　国際連携タスクフォース会議

国際連携タスクフォース会議は、河野祐一（住友化学株式会社）リーダーの下、会員委員27名、賛助会員委員3名、およびオブザーバー1名の参加により、ラウンドテーブル及び5回のタスクフォース会議を通して次の調査研究を行った。なお、2015年11月に河野祐一氏が退会し、以降、藤野裕司氏（株式会社データ・アプリケーション）がリーダーを継承した。
[image: image5.emf]TF会議 参加人数 審議事項

第1回タスクフォース

　2015年6月24日

19

・2014年度活動および成果報告

・国連CEFACTフォーラム報告

・AFACT中間会議報告

・ラウンドテーブルのテーマ検討

・グローバルネットワーク相互運用性検討計画

・2015年度国際連携タスクフォース活動計画

第2回タスクフォース

　2015年8月26日

16

・グローバルサプライチェーンIT基盤フレーム検討

・グローバルサプライチェーン・ラウンドテーブル計画

・グローバルネットワーク相互運用性検討進捗状況

SIPSラウンドテーブル

「グローバルSCM情報

共有基盤に向けて」

　2015年10月2日

16

・NACCSの情報活用によるグローバルSCM情報共有

基盤の有用性について

・グローバルSCM情報基盤構築の課題認識

・グローバルSCM情報共有基盤構築への提言

第3回タスクフォース

　2015年10月16日

17

・相互運用サブタスク活動計画

・グローバルサプライチェーン・ラウンドテーブル報告

・グローバルSCM情報基盤課題認識

・国連ESCAPワーキンググループ報告

第4回タスクフォース

　2015年12月22日

15

・相互運用サブタスク活動報告

・グローバルSCM情報基盤課題認識

・アジア太平洋貿易円滑化フォーラム報告

・国連CEFACTフォーラム報告

・AFACTおよび国連ESCAPワークショップ報告

・eASIA賞（小島プレス事例）報告

第5回タスクフォース

　2016年2月24日

15

・相互運用サブタスク活動報告

・グローバルSCM情報基盤課題認識

・2015年度国際連携タスクフォース総括

・2016年度国際連携タスクフォース活動テーマ


５．2　企業のグローバルサプライチェーンIT基盤調査
（１）国際物流の見える化をテーマにしたラウンドテーブルを開催した。
＜審議事項＞
· NACCSの情報活用による有用性について
· グローバルSCM情報基盤構築の課題認識
· グローバルSCM情報共有基盤への提言
＜提言＞
グローバルロジスティックスから、全体最適を目指すグローバルSCMのガバナンスの
確立が必要である。
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（２）国際物流の見える化実証に向けてグランドデザインを行った。
　　[image: image7.png]my | EE | aE

wE | BE | EE

ijﬁ;ﬂg\g;\

R E
/

. End g

25— | swem
A
AR
BINSW  ( mama
- T WA
J0-1\0 MARE A
B2B N/W) IAT—4
A FAY=I f
— = —
cy





５．３　グローバルネットワークの相互運用性検討
（１）グローバルで通用するオープンネットワーク相互運用性の要件を取りまとめ、ガイドラインのドラフトを策定した。

第一編　通信プロトコルガイドライン
　　
第二編　トランスレーション機能
　　
第三編　セキュリティ
　　
第四編　法的枠組
　　
第五編　アジアのプロバイダ
　　
第六編　理想とするメッセージング基盤
（２）クラウドコンピューティング環境における相互運用性を確保するため、技術環境の調査を行った。

第一編　パブリッククラウドの相互運用調査
　　
第二編　証明書の運用・管理
５．４　国連CEFACTにおける標準化とその普及に貢献
· 国連CEFACT日本委員会の下、国連CEFACTの手法技術PDA（企画開発分野）、サプライチェーンPDA、およびビューロプログラム支援に参加し、標準の策定・保守と普及に貢献した。
· SIPSが貢献した、主な2015年度の国連CEFACT審議テーマは次の通り。
＊今後の国連CEFACT共通辞書のあり方

＊国連CEFACT標準準拠と相互運用性

＊サプライチェーンビジネス文書参照モデル
· SIPS業界横断EDI仕様で必要となった情報項目につき、国連CEFACT共通辞書へ次の追加提案を行った。
＊支払通知メッセージの国連CEFACT標準化(2015年12月に標準公開
＊スケジューリングJITメッセージ拡充提案(2016年1月より提案審議開始
· 一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会の依頼により参加した国連CEFACT関係会議は次の通り。
[image: image8.emf]国際会議名 会議期間 場所 会議トピック

第25回国連CEFACTフォーラム 2015年4月19日～26日 ジュネーブ（スイス）

・支払通知プロジェクトを日本より提案。

・コンフォーマンス・プロジェクト完了。

・Library Reviewプロジェクトで、領域ニーズアンケート

分析。

第26回国連CEFACTフォーラム

2015年10月31日

                ～11月8日

マルセーユ（フランス）

・Finance and Paymentドメインの会合に出席し、SIPS

が進める支払通知メッセージの拡張につき最終報告

を行った。結果は国連CEFACT共通辞書CCL15Bに

掲載。

・Supply Chain Managementドメインにおいて、ジャス

トインタイム製造プロセス（Scheduled Just In Time）の

提案を行った。ビューローにて暫定承認され、要求仕

様定義作業が始まった。

・新プロジェクトSCRDM（Supply Chain Reference

Data Model）のメンバーとして参加することになった。


５．５　アジアにおけるグローバルサプライチェーン可能性調査
・AFACT（貿易円滑化と電子ビジネスのためのアジア太平洋協議会）および国連ESCAP（アジア太平洋地域経済社会委員会）が主催するAPTFF（アジア太平洋貿易円滑化フォーラム）を通じて、アジア各国の国際・国内取引電子化状況と取組みを調査するとともに、SIPS業界横断EDI仕様フレームワークの展開等、アジアにおけるグローバルサプライチェーン電子化促進の啓発を行った。
・以下の会議にて行った活動の主なテーマは次の通り。
＊共通辞書のアジア展開：SIPS方式（CCBDA対応メッセージライブラリー）の
展開
＊新技術への対応：IOT、AI、FinTech、ビッグデータ

＊国際標準採用戦略：国連ESCAP貿易円滑化地域協定のガイドライン
　なお、以下の会議の内、国連ESCAP貿易円滑化地域協定集中審議（バンコク）は国連ESCAPの依頼により、また国連ESCAP貿易円滑化フォーラム（武漢）は一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会の依頼により参加した。
[image: image9.emf]国際会議名 会議期間 場所 会議トピック

AFACT中間会議 2015年6月15日～18日 テヘラン（イラン）

・アジア地域へのCCL普及の目的で、SIPS業界横断

EDI仕様展開状況を紹介。

・台湾における中国語対応CCL紹介。

・クラウドコンピューティングの実装にかかわる標準ガ

イド策定プロジェクト進捗報告。

・タイ／台湾間における食品トレーサビリテイ実証実

験につき提案があった。

・EDI周りの新技術対応につき検討が開始された。

国連ESCAP地域協定WG会議 2015年9月7日～12日 バンコク（タイ）

・シングルウィンドウの導入実態と目標とのギャップ。

・運輸・物流プロセスとの統合によるシングルウィンド

ウ機能強化。

・シングルウィンドウ経由による国際データ交換

・アジア太平洋地域のシングルウィンドウに関する地

域協定促進のため、法制度WGと技術WGが設置され

た。==>小生（菅又）は技術WGの国際標準採用戦略

を担当。

アジア太平洋貿易円滑化フォー

ラム

2015年10月19日～22日 武漢（中国）

・国連ESCAP加盟国および国際機関より50ヵ国、約

300名が参加。

・テーマ「貿易円滑化を通した緊密な地域統合」の

下、次のセッションが開かれた。

－アジア太平洋開発途上国の割高な貿易コストの克

服

－貿易運輸回廊の整備による地域連携の強化

ー中小企業および農業部門における地域連携を考

慮した貿易円滑化の再考

ー地域越境電子商取引（Cross Border EC）の開発

ー貿易円滑化による地域連携についての情報交換

AFACT総会 2015年12月11日～18日 テヘラン（イラン）

・台湾提案の食品トレーサビリティ・プロジェクトにつ

き、日本の参加が求められている。

・クラウドコンピューティングWGでは、VMwareによる

プラットフォームが提案され、旅行プロジェクトの実証

で試用される予定。

・EDI関連新技術につき、IOTを意識したSIPSの情報

連携基盤案を紹介した。

・アジアにおける国連CEFACT共通辞書展開事例とし

てSIPSの業界横断EDI展開状況を紹介。

・eASIA賞の審査が行われ日本の小島プレスの応募

が銀賞を受賞。

・同時に行われた国連ESCAPワークショップにて、小

職よりeASIA賞を中心にAFACT活動状況を紹介。


５．6　ビジネスインフラ成果のアジア展開推進
・業界横断データ辞書／メッセージ辞書のアジア版策定をAFACTプロジェクトとして開始した。
・SIPS版ビジネスインフラガイドブックを英語版のホワイトペーパーとしてアジアおよび欧米に展開した。
・バンコク日系企業にてSIPS準拠EDIが導入された。
・業界横断EDI仕様に基づく実証プロジェクトに関して、SIPS会員の小島プレス工業株式会社がeアジア賞に応募し、民間事業部門で銀賞を受賞した。
６．国際／業界横断EDIタスクフォースの活動
国際／業界横断EDIタスクフォースは、業界横断EDI仕様の拡充を図るとともに、国内における展開および海外現地取引への適用を推進することをテーマに活動を行った。
６．１　国際／業界横断EDIタスクフォース会議
国際／業界横断EDIタスクフォースは、兼子邦彦（ITコーディネータ：小島プレス工業株式会社）リーダーの下、会員委員16名、賛助会員委員11名、およびオブザーバー5名の参加により、延べ6回のタスクフォース会議の審議を通して次の調査研究を行った。
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第1回タスクフォース

　2015年5月19日

16

・国連CEFACT標準と業界横断EDI仕様概説

・領域メッセージ展開状況

　　　自動車部品業界現品票プロセス

　　　その他（水道事業、航空機製造）

・2015年度活動計画

第2回タスクフォース

　2015年7月7日

19

・ラウンドテーブル報告

・海外実証実験報告

・支払通知プロセスとメッセージ

・海外視察調査団計画

第3回タスクフォース

　2015年9月15日

15

・領域メッセージ開発状況

　　　ジャストインタイム製造プロセス国際化

   　航空機業界

・メッセージ上のプロセス定義

・国連CEFACT議長との意見交換

第4回タスクフォース

　2015年11月18日

19

・国連CEFACTフォーラム報告

　　　SCMドメイン

　　　M&Tドメイン

　　　農業ドメイン

・JIT製造プロセス情報モデル国際提案

・インダストリー４．０モデル対応情報連携プラットフォーム

・業界横断EDI展開状況

　　　IOT関連プロジェクト

　　　FinTech関連動向

　　　航空機部品製造業界の動向

　　　関連業界（自動車、電気電子）の動向

第5回タスクフォース

　2016年1月20日

16

・業界横断EDI展開状況

　　　自動車部品海外展開

　　　金流商流情報連携推進

　　　航空機部品製造業界の動向

　　　関連業界（農業機械）の動向

・インダストリー４．０推進プロジェクト

・業界横断データ辞書

　　　国連CEFACT SCRDMプロジェクト

　　　業界横断EDI仕様V3.0

第6回タスクフォース

　2016年3月2日

12

・業界横断EDI展開状況

　　　金流商流情報連携推進

　　　航空機部品製造業界の動向

　　　関連業界（農業機械）の動向

・JIT製造プロセス国際標準化進捗状況

・インダストリー４．０推進プロジェクト状況

・2015年度国際／業界横断EDIタスクフォース総括

・2016年度国際／業界横断EDIタスクフォース活動テーマ


６．２　業界横断EDI仕様の領域メッセージへの展開
（１）現品票方式への対応を含め、中小自動車部品製造業標準との整合化を図た。
・国内自動車部品EDI仕様をベースに、海外EDI要件を含めて「JIT製造プロセス」ドラフト版を定義した。
・「JIT製造プロセス」を国連CEFACTプロジェクトとして登録し、国際ハーモナイゼーション審議を開始した。
（２）航空機業界、その他新領域の開拓を行った。
・航空機製造業界への国連CEFACT標準採用につき、提案を継続した。
・農業機械業界に対し、SIPS業界横断EDI仕様採用を促すため、データモデルの試作を行った。
６．３　業界横断データ辞書フレームワークの実装
（１）領域メッセージ辞書登録管理を開始した。
・SIPS領域メッセージとして次のドメインが登録されている。
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JPSBASE 業界横断EDI基本 サプライチェーン情報基盤研究会

JPSSMED-00 中小企業共通EDI基本 ITコーディネータ協会

JPSSMED-01 中小企業共通EDI中小製造業 ITコーディネータ協会

JPSSMED-02 中小企業共通EDI中小商社購買 ITコーディネータ協会

JPSSMED-03 中小企業共通EDIプロジェクト取引購買 ITコーディネータ協会

JPSLGPC 自治体消耗品購買 小島プレス工業株式会社


（２）国連CEFACT標準に準拠して業界横断EDI共通ヘッダーの設計を行なった。
・共通ヘッダーとしてCI_ Exchanged Document_ Contextを採用。
・ドメインパラメータとユーザー固有パラメータを国連CEFACT標準に追加要求提出。
６．４　海外進出企業の現地取引への適用
（１）バンコク地域にて、SIPS会員の小島プレス工業株式会社関連企業を中心に、SIPS業界横断EDI仕様に基づくEDIが稼働を開始した。
６．５　業界横断EDI仕様の国際標準整合化
（１）SIPS業界横断EDI仕様で追加された情報項目を国連CEFACT共通辞書に提案。
・中小企業共通EDIおよび自治体一般消耗品購買よりの追加要求につき、登録申請を提出し、ハーモナイゼーション（ライブラリー・メインテナンス）の審査が行われた。当該申請は、国連CEFACT共通辞書2016年A版に反映される予定。
７．金流商流情報連携タスクフォースの活動

金流商流情報連携タスクフォースは、金融界と産業界が協力し、入出金や決済などの金流情報と受発注や商取引などの商流情報を連携させることで、新しいサービスの開発や業務の効率化を図ることを目的とした活動を推進するとともに、グローバル・サプライチェーン・ファイナンスの可能性調査も行った。 
2015年度は、特に、金融審議会における「決済業務等の高度化に関するWG報告」の方針に従って、金融決済に商取引情報を関連づける新システムのデータモデルにつき集中的な検討を行った。　
７．１　金流商流情報連携タスクフォース会議
金流商流情報連携タスクフォースは、遠城秀和（NTTデータシステム技術株式会社）リーダーの下、会員委員13名、賛助会員委員5名、および金融業界等（日本銀行金融研究所、経済産業省中小企業庁）からのオブザーバー3名の参加により、延べ4回のタスクフォース会議の審議を通して次の調査研究を行った。
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第1回タスクフォース

　2015年5月29日

17

・2014年度金流商流情報連携タスクフォース成果報告

・2015年度活動計画

国連CEFACT標準化プロジェクト状況報告

第2回タスクフォース

　2015年10月23日

13

・ファイナンスサービスの検証

・金流商流情報連携のための標準化促進

・グローバルSCFのニーズ調査

第3回タスクフォース

　2016年1月13日

15

・支払通知メッセージ国連CEFACT標準化動向

・金流商流情報連携の状況と進め方

　　　決済業務等の高度化に関するWG（金融庁）報告

　　　 POファイナンス調査状況（日銀）

　　　FinTech研究会（経産省）報告

・グローバルSCF調査進捗

第4回タスクフォース

　2016年3月16日

15

・2015年度金流商流情報連携タスクフォース総括

・2016年度金流商流情報連携タスクフォース活動テーマ


７．２ ファイナンスサービスの検証
　2014年度までに検討を重ね、実証を行ってきた、消込の高度化と融資への活用を目指した金流商流情報連携EDIモデルに基づき、産業界への浸透を図るべく検討を行った。
（1） 企業への浸透
　・企業における経理部門の戦略性認識向上、および情報共有化メリットの理解を進める
ために、SIPSフォーラム等を通じた広報活動を行った。
（2） 銀行への認知度向上
　・融資／モニタリングへの情報活用法の検討を行った。
　・金融審議会における「決済業務等の高度化に関するWG報告」に対応した、銀行業界
の検討会に参加し、XML電文移行に関わる審議において金流商流情報連携EDIの具体化
につき提案を行った。
　
７．３ グローバルサプライチェーンファイナンスの可能性調査
（１）サービスモデルの精緻化および金融機関向け初期仮説ヒアリング
· 輸出入者の資金ニーズについて、石油化学業界を中心にヒアリング先を拡大してニーズ分析を継続。その結果から、輸出入取引の流れにおけるファイナンスニーズの明確化を進め、2014年度策定したサービスモデルの精緻化を行った。     
（２）通関実績情報の活用検証
· NACCSセンターと連携して通関実績情報活用に関する検討を行った。
７．４ 金流商流情報連携のための標準化促進
（1） 国連CEFACTにおける拡張支払通知メッセージ標準化
・業務要件仕様（BRS）とデータモデルを作成し、国連CEFACT公開レビューを通して拡張モデルが承認された。
・拡張モデルに必要な情報項目につき、国連CEFACT共通辞書登録申請を行い、ハーモナイゼーション審議を経て、2015年B版（15B）として公開された。
（２）金融サービス標準との摺り合せ
・国連CEFACT支払通知メッセージとISO TC68（金融サービス）標準との連携方式につき検討した。ISO TC68との折衝は2016年度中に開始を提言する予定。
以上
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